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I．はじめに
新体操の団体禎技 (Ensemble Com炉tition仏）は12m四方のフロアー上で 6人の選手によ
り行なわれる。 1977年10月，スイスのバーゼルで行なわれた第 8回新体操世界選手権大会は，
手具は根棒（ Massue仏）であり，各々の選手が両手に根棒を持つことになっていた。
その演技は， 6人が一体となって演技されるところの団体同時性の動き，また， 2人組， 3
人組， 4人と 2人， 5人と 1人などの様々な組み合わせによる構成の妙味，そして団体ならで
はのバラェエィに富んだ手具交換が見られた。
















u. s. s.凡： UnionSoviet Socialist RePublics. 













は， 1967年の第 3回大会からである。そして，これまでの優勝国は，ソ連 4回，ブルガリアが
2回で，ソ連が優れており，日本は， 1969年に初出場で 5位， 1975年には，共産国不参加とは
いえ， 2位となり，昨年のスイスの大会では 4位となっている。
図 I これまでに開催された新体操世界選手権大会開催地と成績
回 数 第 1回大会 第 2回大会
! 
第 3回大会 第 4回大会
開催年度 1963年 1965年 1967年 1969年
開催地
ブダ ペス 卜 プ ラ ノ・ヽ コペンハーゲン ノ• ヽゞ Jレ ナ
（ハンガリー） （チェコスロバキア） （デンマーク） （ブルガリア
手 具 /-/ 輪 ボ Jレ




回 数 第 5回大会 第 6回大会 i ｝ ； 第 7回大会
I 
第 8回大会




ノ9、 ノ‘‘“ ナ ロッテルダム＇マ ドリ ツ ド I ノミ ゼ Iレ
（キューバ） （オランダ） i ( スペイン） （ スイス ） 
手 具 輪とボール 縄 I ボールと縄
｝ 
根 棒
①ブルガリア ①ソ 連！ ①イタ リ ア ① ソ 連
②ソ 連 ②チェコスロバキア ② 日 本 ②ブルガリア
団体順位 ③イタ リア ③東 ドイ ツ ③スペイ ン／ ③チェコスロバキア
④日 本
⑤日 本 ⑦日 本 ④東 独






順 第 1 試技 第 2 試 技 最 終試 技 得点
位
国 名
構成 ：実施 構 成 ［ 実 施 実施A 実施 B 合 計
1 ソ 連 9.60 9.45 9.85 1 9.65 9.45 9.30 38.375 
2 ブルガリア 9.65 9.55 9.60 1 9.50 9.65 9.40 38.300 
3 チェコスロバキア 9.55, 8.85 9.75 9.15 9.35 9.25 37.600 
4 日 本 9.45 I 8.95 9.60, 9.25 9.20 9.45 37.475 
4 東 独 9.40 : ，I 9.10 9.45 9.45 9.45 9.25 37.475 




















わせによって，多彩な変化とスピードによる見せ所があった。円形は全部で 5回， 1列横隊 2
回， 2列横隊 4回，斜め 2列 5回，三角形 6回（図v参照）というふうに，同じ隊形を何度も
（注） T.C. G. R. S. : TeetェiqueC omrr,ittee Gymnast::.cs Rhyth四lC.



















このことから日本は，変化の速さではなく，形の変化 (Variety of 
値感を持っていることがうかがわれる。
formation英） に価
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~国名I 円 形 I I 亨［横 隊 横 隊縦隊 縦隊 斜め 斜め（大・ 1 列 2 列 1 列 2 列 1 列 2 列 その他 合計数中・小） 中・小）
| 
日 本 I 2回 1| 。I 1 1 3 1 2 1 ， 21 




時間 隊 形 時間隊形時間隊形
① 25 秒 I 2 列横隊① 5秒 三 角 形 と 直 線 ⑳ 10 秒 i 2 列 横 隊
←- -.. 
② 5 / 円形（小） ② 3 / 三角形と三角形⑳ 10 /I | 1 列 横 隊
. - ----
③ 3 ／ノ 円 形 （ 中 ） ③ 3 /I 2 列斜め⑳ 8 /I 
二
2 列縦隊
④ s / I 2 列縦隊④ 3 /ノ
⑤ 3 ／ノ／ノ I⑤ 2 /I 
⑥ 14 ／ノ／ノ⑥ 2/I 
| --• •--•一一 ー• ---
| 
⑦ 8 /I その他の隊形 ⑦ 3 /I 
・・・---・--・・ 
⑧ 9 /I I 1 列縦 隊 ⑧ 2 /I
⑨ 3 / I 2 列縦隊 i⑨ 10/I 
⑳ 8 ／ノ 三角形と直線⑩ 8 /I そ の 他⑳ 2 ／ノ I ” 
⑪ 12/I ／ノ ！ ⑪ 2 ／ノ 2 列 斜め l 
⑫ 14/I その他⑫ 10//その他
⑬ 29/I 三角形 1 ⑬ 7 /II / 
⑭ 8 ／ノ 1 列斜 め ⑭ 3//円形（小）□□/＿斜め1:：／／ノ／二口亭—:
⑰ 5 /1,  ／ノ ':⑰ 5 /I その他
⑱ 3 /ノ
□ -21 回 I:1： 口角□ t2分ロ




団体演技の空間構成と隊形変化に関する一考察（その 1: 33 
全体的に作品のタイムを考えてみると，ソ連にも，日本にもゆっくりとしたテンポの見せ場
がある。日本は最初と中間に各々25秒， 29秒で組み入れられている。全般的に隊形変化の速度
を考えても， 25秒， 14秒， 12秒， 14秒， 29秒と， 5回ほどゆっくり変化し， 3秒～ 5秒のスピ
ーディなものは 3回～ 4回にとどまっている。
ソ連をみると，前半に 2回スローテンポの見せ場があり， 10秒と 18秒で日本より比較的短か
く，後はほとんどが 2秒， 3秒， 5秒， 7秒と，連続してわずかの短かい秒数で変化している。
このことは，後に出てくる手具交換をも合わせて考えてみると，難度価値 (value
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（注） G.D.R. : German Democratic ReP'.lblics. 





手 具 交 換 (6人で行なう場合）
！ 合計数
隊 形 大きさ 操作方法 ！： スペース
①円 形（小交換） ：片手交換空間
日 ② 2 列縦隊（大 // ) I ／ノ ！ ／ノ
③ その他の隊形（中 /1 ） 両片手手のの交父懇換と i I ／ノ 5 回
本 ④ 斜め 2 列（小 ／ノ） 片手交換；
／ノ
⑤ 斜め 2 列（中 /1 ） 両手 /I | ／ 
①三 角 形（ 天小かど換 ） 片手交換 I 空間
ソ
② 2 列横隊（小交 換 ） 床空間面と／ノ
4 回
連
③ 2 列縦隊（中 //） 両手交換 空間
④円 形（中 //） 片 手 /I ／ノ
図仄 1人で手具を空間に投げる場合



































団体演技の空間栴成と隊形変化に関する一考察（その 1) 35 
図 x. 手具交換の隊形と空間構成
日本 内容 ソ連 内容
三0 0゚ 小交換 I~ 外の三角形大交換片手で移動を伴う 内 小交換
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